






要約

妊産褥婦の不安がいかなる状況で生じるのかを STAI の検査から推定し、エモーショナル

サポートを必要とする対象を割り出すにはどの様な方法が適切か、また具体的な方法はな

にかを考案する為の仕様を決定する事を目的とした。特性不安と状況不安には相関があり、

産褥期の不安度と妊娠中の不安度とは相関した。また、産褥電話相談の件数は産褥 2週間

以内がほとんどである。このような事実を踏まえ、妊娠中に全妊婦への不安度測定の意義、

また産褥婦へのエモーシヨナル・サポートの最適時期を検討する予定である。


